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ファイバチャネルゾーン分割に関する情報
ファイバチャネルゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを 1つ以上のゾーン
に区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるファイバチャネルイニシ
エータとファイバチャネルターゲットのセットが定義されます。ゾーン分割により、ホスト

とストレージデバイスまたはユーザグループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になりま

す。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データ損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできま
せん。
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•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

• 1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーンセットは、1つまたは複数のゾーンから構成されます。ゾーンセットを使用して、
ファイバチャネルファブリック内でアクセス制御を実行することができます。また、ゾーン

セットには次のような利点があります。

•アクティブにできるのは、常に 1つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセット内のすべてのゾーンは、ファブリック内のスイッチ全体で単一のエンティ
ティとしてアクティブまたは非アクティブにできます。

•ゾーンセットへの変更は、ゾーンセットがアクティブになるまで適用されません。アク
ティブなゾーンセットに変更を加える場合は、変更を適用するためにそのゾーンセット

を再アクティブ化する必要があります。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーン内の各スイッチは最大 500のゾーンセットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割の
サポート

Cisco UCS Managerは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割と Cisco UCS Manager
ベースのファイバチャネルゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内で
はゾーン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使っ

て Cisco UCSドメインを設定できます。

• Cisco UCS Manager-ベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続スト
レージとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのスト
レージはファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSロー
カルゾーン分割を使用してCiscoUCSManagerで実行されます。既存のファイバチャネル
または FCoEのアップリンク接続を無効にする必要があります。現時点では、Cisco UCS
は、UCSローカルゾーン分割機能の利用において、現用系なファイバチャネル/FCoEアッ
プリンク接続をサポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのストレージは
ファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000
スイッチを介してCiscoUCSドメインの外部から実行されます。この設定では、CiscoUCS
ドメインでのローカルゾーン分割はサポートされません。
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ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

Cisco UCS Manager-ベースのファイバチャネルゾーン分割
With Cisco UCSManager-ベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSManagerは、このタイプのゾー
ン分割で設定されたすべてのVSANのゾーンの作成やアクティブ化など、Cisco UCSドメイン
のファイバチャネルゾーン分割の設定を制御します。このタイプのゾーン分割は、ローカル

ゾーン分割、または直接接続ストレージとローカルゾーン分割の組み合わせとも呼ばれます。

VSANがアップストリームスイッチの VSANと通信するよう設定され、ファイバチャネル
ポートまたは FCoEアップリンクポートを含んでいる場合は、 Cisco UCS Manager-ベースの
ゾーン分割を実行できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Manager-ベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

• [Single initiator single target] :Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポートのペアごと
に、ゾーンを 1つ自動的に作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。ゾーン
の数がサポートされている最大値を超えると予想される場合を除いて、このタイプのゾー

ン分割を設定することを推奨します。

• [Single initiator multiple targets]:Cisco UCS Managerは、vHBAごとにゾーンを 1つ自動的に
作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想さ

れる場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

vHBAイニシエータグループ

vHBAイニシエータグループによって、サービスプロファイル内のすべての vHBAのファイ
バチャネルゾーン分割設定を決定します。 Cisco UCS Managerには、デフォルトの vHBAイ
ニシエータグループは含まれていません。ゾーン内のサーバに割り当てるサービスプロファ

イルで vHBAイニシエータグループを作成する必要があります。

vHBAイニシエータグループでの設定により、以下が決定されます。

•イニシエータグループに含める vHBA（vHBAイニシエータとも呼ばれる）。

•ファイバチャネルストレージ接続ポリシー。これには、関連する VSANおよびストレー
ジアレイ上のファイバチャネルターゲットポートが含まれます。

•グループに含める vHBAに対して設定するファイバチャネルゾーン分割のタイプ。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーには、 Cisco UCS Managerベースのファイバチャ
ネルゾーン分割の設定に使用される、ストレージアレイ上の一連のターゲットストレージ

ポートが含まれています。このポリシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成でき

ます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続される

必要があります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに組み込むこれらのアレイのター

ゲットストレージポートには、ファイバチャネルストレージポートまたは FCoEストレージ
ポートを使用できます。ポートのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバ
チャネルゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Managerはデフォルトのファイバチャネルストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルアクティブゾーンセット設定

ファイバチャネルゾーン分割が有効になっている各VSANでは、CiscoUCSManagerは自動的
に 1つのゾーンセットと複数のゾーンを設定します。ゾーンメンバーシップは、相互通信が
許可されたイニシエータとターゲットのセットを指定します。Cisco UCS Managerは、自動的
にそのゾーンセットをアクティブにします。

Cisco UCS Managerは、ユーザ設定の vHBAイニシエータグループとそれらの関連したファイ
バチャネルストレージ接続ポリシーを処理し、ファイバチャネルイニシエータとターゲット

間の必要な接続を決定します。Cisco UCS Managerは、イニシエータとターゲット間のペアワ
イズゾーンメンバーシップを構築するために、次の情報を使用します。

• vHBAイニシエータのポートWWNは、vHBAイニシエータグループから作成されます。

•ストレージアレイのポートWWNは、ストレージ接続ポリシーから作成されます。

スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSドメインはアップストリームスイッチから
ゾーン分割設定を継承します。Cisco UCS Managerでは、ゾーン分割の設定に関する情報を設
定したり表示したりできません。VSANに対してスイッチベースのゾーン分割を適用するに
は、Cisco UCS Managerでその VSANのゾーン分割を無効にする必要があります。

Cisco UCS Manager-ベースのファイバチャネルゾーン分
割に関するガイドラインおよび推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画する際は、次のガイドラインおよび推奨事項を考

慮してください。
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ファイバチャネルスイッチングモードは Cisco UCS Manager設定用のスイッチモードでなけ
ればならない

Cisco UCS Managerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックイン
ターコネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホストモー

ドではファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構
成である場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一の VSANセットを設定するこ
とを推奨します。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了す
る必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、CiscoUCSド
メイン内のファブリックインターコネ

ステップ 1

クトの接続を、外付けファイバチャネ

ルスイッチ（MDSなど）から切り離し
てください。

この機能は現在、CiscoUCSManagerGUI
では使用できません。このステップは、

CiscoUCSドメインにまだ外部ファイバ
チャネルスイッチによって管理された

ステップ 2

Cisco UCS Manager CLIで実行する必要
があります。

ゾーンが含まれる場合は、これらのゾー

ンを削除するために、影響を受けたすべ

ての VSANで
clear-unmanaged-fc-zone-allコマンドを
実行します。

エンドホストモードではファイバチャ

ネルゾーン分割を設定できません。ファ

ファイバチャネルスイッチモードの両

方のファブリックインターコネクトで

ステップ 3

イバチャネルスイッチングモードの設

定を参照してください。

ファイバチャネルスイッチングモード

を設定します。

イーサネットポートの FCoEストレー
ジポートとしての設定およびファイバ

ファイバチャネルゾーンのトラフィッ

ク転送に必要なファイバチャネルと

FCoEストレージポートを設定します。

ステップ 4

ファイバチャネルのゾーン分割

5

ファイバチャネルのゾーン分割

ファイバチャネルゾーン分割の設定

b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_2_chapter14.pdf#nameddest=unique_73
b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_2_chapter14.pdf#nameddest=unique_73
b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_2_chapter14.pdf#nameddest=unique_73
b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_2_chapter3.pdf#nameddest=unique_34
b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_2_chapter3.pdf#nameddest=unique_34
b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_2_chapter3.pdf#nameddest=unique_35


目的コマンドまたはアクション

チャネルストレージポートの設定を参

照してください。

クラスタ設定では、SANUplinksManager
のファイバチャネルゾーンに組み込ん

1つ以上の VSANを作成し、ファイバ
チャネルゾーンのトラフィック転送に

ステップ 5

で、共通/ブローバル設定を使用して両必要なすべての VSANで、ファイバ
チャネルのゾーン分割を有効にします。 方のファブリックインターコネクトに

アクセスできるように VSANを作成す
ることをお勧めします。ファイバチャ

ネルゾーン分割用の VSANの作成（6
ページ）を参照してください。

必要に応じて、この手順を実行してサー

ビスプロファイルにファイバチャネル

1つ以上のファイバチャネルストレー
ジ接続ポリシーを作成します。

ステップ 6

ゾーン分割を設定することができます。

ファイバチャネルゾーン分割用の

VSANの作成（6ページ）を参照して
ください。

この設定を完了するには、次の手順を完

了します。

ファイバチャネルゾーン経由で通信す

る必要があるサーバに対してサービス

ステップ 7

プロファイルまたはサービスプロファ • vHBAに割り当てられたVSAN（複
数の場合あり）のゾーン分割を有効

イルテンプレートにゾーン分割を設定

します。
にします。ファイバチャネルゾー

ン分割用の VSANの作成（6ペー
ジ）を参照してください。

• 1つ以上の vHBAイニシエータグ
ループを設定します。[Expert]ウィ
ザードを使用したサービスプロファ

イルの作成を参照してください。

ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと IDが重複するすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップさ
れます。

（注）
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブで、[SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SANアップリンクマネージャ（SAN Uplinks Manager）]で [VSAN]タブをクリックします。

VSANは、どのサブタブでも作成できます。ただし、[すべて]サブタブを使用すると、設定済
みのすべてのVSANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。

[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後に、こ

の名前を変更することはできません。

[名前（Name）]フィールド

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインに対してファイバ
チャネルゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオ

プションボタンをクリックします。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャ
ネルゾーン分割を処理します。またはファイバチャネル

ゾーン分割は、CiscoUCSドメインに対して実行されませ
ん。 Cisco UCS Managerはファイバチャネルゾーニング
を設定しません。

• [Enabled]：Cisco UCS Managerがファイバチャネルゾー
ン分割を設定し、制御します Cisco UCSドメイン。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾー
ン分割をイネーブルにする場合は、ファイバチャ

ネルゾーン分割に使用されている VSANでアッ
プストリームスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

ファイバチャネルのゾーン分割
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説明名前

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定
します。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能
なファブリックごとに異なるVSAN IDにマッピングされ
ます。このオプションを選択すると、CiscoUCSManager
GUIに、各ファブリックの[VSANID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。
4079は予約済みVSAN IDです。また、FCエンドホストモー
ドを使用する場合は、3840～ 4079も予約済みの VSAN ID範
囲です。

[VSAN ID]フィールド

ファイバチャネルのゾーン分割
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説明名前

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS
Managerでは、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されま
す。4048をVLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定
する必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEス
トレージポートのネイティブ VLANは、デフォルトで
VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、
アップグレード前に VLAN 1を使用するように設定され
ていた場合は、未使用または未予約のVLANIDに変更す
る必要があります。たとえば、デフォルトを（未使用の

VLAN ID）4049に変更することを検討します。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォル
ト VSAN用の FCoE VLANは、デフォルトで VLAN 4048
を使用します。FCoEストレージポートネイティブVLAN
は VLAN 4049を使用します。

Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの
FIP対応統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoE VLAN
IDのネイティブVLANではないネームドVLANを使ってネー
ムド VSANを設定する必要があります。この設定により、
FCoEトラフィックが確実にこれらのアダプタを通過できるよ
うになります。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

新しいファイバチャネルゾーンプロファイルの作成
新しいファイバチャネルゾーンプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。

始める前に

VSANがファイバチャネルゾーン分割用に作成されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
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ステップ 3 [FC Zone Profiles]を右クリックして、[Create FC Zone Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create FC Zone Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

プロファイルの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[名前（Name）]フィールド

このフィールドは任意です。ゾーンプロファ

イルについての簡単な説明を入力します。

[Description]フィールド

ゾーンプロファイルの必要な状態を選択しま

す。

[FC Zoning]オプションボタン

FCユーザゾーンを作成するには、テーブルの
右側にある [+]アイコンをクリックします。
[Create FC User Zone]ウィンドウが表示されま
す。FCユーザゾーンを作成するための詳細に
ついて次の手順を続行します。

[+]アイコンが無効の場合、テーブ
ルのエントリをクリックして、有

効にします。

（注）

[FC User Zones]

ステップ 5 [Create FC User Zone]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

FCゾーンの名前です。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[名前（Name）]フィールド
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説明フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの
設定方法を決定します。次のオプションから

選択できます。

• [PathA]：ファブリックAにだけ存在する
VSAN IDへの VSANパスです。

• [Path B]：ファブリックBにだけ存在する
VSAN IDへの VSANパスです。

[Path]オプションボタン

VSANを選択するには、次のいずれかを実行します。（注）

• Select VSAN

• VSANの作成

• [Create Storage VSAN]

ネットワークにすでに存在する VSANに割り
当てられる固有識別子です。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設
定できます。4079は予約済みVSANIDです。
エンドホストモードでは、ファイバチャネル

ゾーン分割を設定できません。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト

新しいウィンドウに新しい VSANを作成する
には、[+]アイコンをクリックします。これに
より、ファイバチャネルゾーン分割用の

VSANの作成（6ページ）で同じタスクを
実行することができます。VSANを作成した
ら、ここに戻り、チャネルゾーンプロファイ

ルの作成を続行できます。

[Create VSAN]リンク

新しいウィンドウに新しいストレージ VSAN
を作成するには、[+]アイコンをクリックしま
す。これにより、ファイバチャネルゾーン分

割用の VSANの作成（6ページ）で同じタ
スクを実行することができます。VSANを作
成したら、ここに戻り、チャネルゾーンプロ

ファイルの作成を続行できます。

[Create Storage VSAN]リンク
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説明フィールド

ワールドワイドポート名（WWPN）を作成す
るには、テーブルの右側にある [+]アイコンを
クリックします。[Create FCZoneMember]ウィ
ンドウが表示されます。

このゾーンのWWPNを入力します。

[Member WWPNs]

ステップ 6 [Create FC Zone Member]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Create FC User Zone]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Create FC Zone Profile]ウィンドウの [OK]をクリックします。

新しく作成されたファイバチャネルゾーンプロファイルは、[FC Zone Profiles]の下に表示さ
れます。

ファイバチャネルゾーンプロファイルの削除
ファイバチャネルゾーンプロファイルを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。

ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、削除するゾーンプロファイルの名前を右クリックします。

ステップ 5 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。

ゾーンプロファイルは、システムから削除されます。

ファイバチャネルユーザゾーンの削除
ファイバチャネルユーザゾーンを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
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ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、ゾーンプロファイルを選択します。

ステップ 5 FCユーザゾーンに移動します。

ステップ 6 削除するユーザゾーンの名前を右クリックします。

ステップ 7 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。

ユーザゾーンがシステムから削除されます。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Storage Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


